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Ⅰ　総務局の行政組織

　１　行政機構図（令和５年４月１日現在）

総務グループ
調整グループ 呉支所
文書グループ 東広島支所
情報公開グループ
法制グループ
公益法人担当

行政経営グループ
人事グループ
企画グループ
職員グループ
給与グループ
健康推進グループ
健康指導グループ

管理グループ
福利グループ
給付年金グループ

補償グループ

資金グループ
財務管理グループ
事業調整グループ

管理グループ
公有財産グループ
県有地販売促進グループ
ファシリティマネジメントグループ

管理グループ
企画グループ 呉分室
指導第一グループ 廿日市分室
指導第二グループ 東広島分室
指導第三グループ
市町税政グループ 尾道分室
システム管理グループ 北部（三次）

施策推進担当
調査調整グループ

ブランド推進グループ
施策形成支援グループ

県政コミュニケーショングループ
リスク・コミュニケーション担当
デジタル広報グループ
報道・戦略グループ

管理・普及グループ
分析グループ
人口統計グループ
消費経済・教育統計グループ
産業統計グループ

総務グループ
企画グループ
事業推進グループ

基盤戦略グループ
県・市町連携グループ

県庁情報システム担当 システムガバナンス担当

情 報 戦 略 担 当 部 長

［
Ｄ
Ｘ
審
議
官
］

Ｄ Ｘ 推 進 担 当 部 長

デ ジ タ ル 基 盤 整 備 課

財 務 部 長 財 政 課

林業技術センター

食品工業技術センター

西部工業技術センター

東部工業技術センター

農業技術センター

畜産技術センター

水産海洋技術センター

東部（福山）

県 税 事 務 所

研 究 開 発 担 当 部 長

財 産 管 理 課

総
　
　
務
　
　
局 秘書担当

行 政 経 営 部 長 人 事 課

審 理 担 当

総 務 課

秘 書 課
県 立 文 書 館

Ｄ Ｘ 推 進 チ ー ム ＤＸ推進グループ

デジタル県庁推進担当 デジタル化推進担当

研 究 開 発 課 総 合 技 術 研 究 所

税 務 課

統 計 課

自 治 総 合 研 修 セ ン タ ー

西部（広島）

広 報 課

福 利 課

保健環境センター

総 務 事 務 所 西部（広島・廿日市）

東部（福山・尾道）
北部（三次・庄原）

東 京 事 務 所

［
経
営
戦
略
審
議
官
］

経 営 企 画 チ ー ム

経 営 戦 略 部 長
施 策 形 成 支 援 チ ー ム

施策形成・広報担当部長
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２ 分掌事務（令和５年４月１日現在） 
  
総 務 局 
【総 務 課】 

（１）総務局の庶務及び経理に関すること。 

（２）総務局内の連絡調整に関すること。 

（３）公印の管理に関すること。 

（４）文書事務の総括に関すること。 

（５）文書の収受、発送及び整理保存に関すること。 

（６）重要文書の審査に関すること。 

（７）条例、規則、訓令等の公布に関すること。 

（８）広島県報の発行及び官報報告に関すること。 

（９）広島県法規集に関すること。 

（10）広島県情報公開条例（平成 13 年広島県条例第 5号）に関すること。 

（11）個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57号）に関すること。 

（12）広島県個人情報の保護に関する法律施行条例（令和 4 年広島県条例第 33 号）に関すること。 

（13）行政情報コーナーの運営に関すること。 

（14）当直に関すること。 

（15）来庁者の案内に関すること。 

（16）庁内の取締りに関すること。 

（17）県法規の審査及び法務相談その他の法務の管理に関すること。 

（18）公益法人等の指導監督に関すること。 

（19）総務事務所における非常勤の職員の任免に係る事務の集中処理に関すること。（契約・調達管

理課の所掌に属するものを除く。） 

（20）庁用自動車の管理及び事故処理の総合調整に関すること。 

（21）行政書士法（昭和 26 年法律第 4号）に関すること。 

（22）行政手続法（平成 5年法律第 88号）に関すること。 

（23）広島県行政手続条例（平成 7年広島県条例第 1 号）に関すること。 

（24）行政不服審査法施行条例（平成 28年広島県条例第 2号）に関すること。 

（25）内部統制制度に関すること。（審理監の所掌に属するものを除く。） 

（26）総務事務所に関すること。（他局及び総務局中他課の所掌に属するものを除く。） 

（27）広島県東京事務所に関すること。 

（28）広島県立文書館に関すること。 

（29）広島県情報公開・個人情報保護審査会に関すること。 

（30）広島県個人情報保護審議会に関すること。 

（31）広島県公益認定等審議会に関すること。 

（32）広島県行政不服審査会に関すること。 

（33）一般行政事務の連絡調整及び他の局課の所掌に属しないこと。 

 

【審 理 担 当】 

（１）行政不服審査法の規定により審理員の権限とされた事務に関すること。 

（２）内部統制制度の運用状況等の評価に関すること。 

 

【秘 書 課】 

（１）知事及び副知事の秘書に関すること。 

（２）行幸、行啓等に関すること。 

（３）職員を除く叙勲、褒賞及び表彰に関すること。 
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（４）儀式に関すること。 

 

【人 事 課】 

（１）職員の任免、分限及び懲戒に関すること。 

（２）職員の給与、勤務時間その他の勤務条件及び休業に関すること。 

（３）職員の服務に関すること。 

（４）職員の安全及び衛生の管理に関すること。 

（５）職員の叙勲、褒賞及び表彰に関すること。 

（６）職員の研修及び人事評価に関すること。 

（７）その他職員の身分取扱いに関すること。 

（８）職員団体に関すること。 

（９）定員管理並びに事務の配分及び委任に関すること。 

（10）行政運営の総合調整に関すること。 

（11）県庁働き方改革の推進に関すること。 

（12）委員会、審議会、協議会等の委員又は役職員の任免に関すること。 

（13）広島県人事委員会との連絡に関すること。 

（14）地方職員共済組合広島県支部診療所に関すること。 

（15）人事・給与・福利厚生システムに関すること。（デジタル基盤整備課の所掌に属するものを除

く。） 

（16）広島県自治総合研修センターに関すること。 

（17）広島県特別職報酬等審議会に関すること。 

（18）広島県職員委員会に関すること。 

（19）職員管理審議会に関すること。 

 

【福 利 課】 

（１）職員の福利に関すること。 

（２）公務災害補償等に関すること。 

（３）恩給及び退隠料に関すること。 

（４）地方職員共済組合広島県支部に関すること。 

（５）地方公務員災害補償基金広島県支部に関すること。 

（６）県の互助会に関すること。 

（７）公務災害補償等認定委員会に関すること。 

（８）公務災害補償等審査会に関すること。 

 

【財 政 課】 

（１）予算の編成及び経理に関すること。 

（２）その他県の財政経理に関すること。 

（３）議案の提出等広島県議会本会議に関すること。 

（４）財政運営の調査に関すること。 

（５）地方公営企業法（昭和 27 年法律第 292 号）に関すること。（広島県病院事業の設置等に関す

る条例（昭和 41 年広島県条例第 54 号）第５条第１項の規定により設置された病院事業局、広

島県公営企業の設置等に関する条例（昭和 45 年広島県条例第 21 号）第４条の２第１項の規定

により設置された上下水道部及び広島県土地造成事業の設置等に関する条例（令和４年広島県

条例第２号）第５条第 1項の規定により設置された商工労働局の所掌に属するものを除く。） 

（６）資金の運用及び調達に関する総合調整に関すること。 

（７）広島県公安委員会との連絡に関すること。 
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（８）広島県警察本部との連絡に関すること。 

（９）広島県監査委員との連絡に関すること。 

（10）県が出資等をしている法人に対する調査及び指導監督の総合調整に関すること。 

 

【財産管理課】 

（１）公有財産に関する事務の総括に関すること。 

（２）普通財産（次号に掲げる財産を除く。）の取得、管理及び処分に関すること。 

（３）道路又は河川の公用廃止による廃道敷地又は廃川敷地等で県有財産に属するものの管理及び

処分に関すること。 

（４）庁舎及び公舎の建設計画に関すること。 

（５）県庁舎の執務環境の整備、部屋割及び維持管理（庁内の取締りを除く。）に関すること。 

（６）公舎の管理に関すること。 

（７）公有財産の有効活用に係る企画立案及び指導に関すること。 

（８）職務発明に関する事務の総括に関すること。 

（９）電力調達の契約に係る事務の集中処理に関すること。 

（10）官民の連携による公共施設等の整備及び運営の方針の検討に関すること。 

（11）広島県指定管理者選定委員会に関すること。 

 

【税 務 課】 

（１）県税に関する基本的事項の企画及び総合調整に関すること。 

（２）県税並びに法令の規定により県が賦課徴収することとされる国税及び市町税並びにこれらに

係る税外収入の賦課徴収に関すること。 

（３）県への譲与税に関すること。 

（４）納税貯蓄組合の育成指導に関すること。 

（５）会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）に関すること。 

（６）地方税法（昭和 25 年法律第 226 号）に基づく市町交付金に関すること。 

（７）県税等の賦課徴収に係る行政不服審査法（平成 26 年法律第 68 号）に基づく不服申立てに関

すること。 

（８）税務電算システムの運用管理に関すること。 

（９）証紙代金収納計器に関すること。 

（10）市町その他の地方公共団体の税政運営に対する協力及び助言に関すること。 

（11）県と市町との間の税政システムの改善に関する調査、検討及び推進に関すること。 

（12）市町の地方交付税（基準財政収入額に限る。）の算定等に関すること。 

（13）固定資産税に係る固定資産の評価及び配分に関すること。 

（14）債権管理に係る指導に関すること。 

（15）県税事務所に関すること。 

（16）広島県固定資産評価審議会に関すること。 

 

【経営企画チーム】 

（１）重要施策に関する基本的事項の企画及び総合調整並びに重要施策の推進に関すること。 

（２）行政組織に関すること。 

（３）広島県議会に関すること。（財政課の所掌に属するものを除く。） 

（４）広島県経営戦略会議及び広島県経済財政会議の運営に関すること。 

（５）地方分権改革の推進に関すること。 

（６）知事会議及び地方行政連絡会議に関すること。 

（７）国土形成計画法（昭和 25 年法律第 205 号）に関すること。 
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（８）広島県総合計画審議会に関すること。 

 

【施策形成支援チーム】 

（１）重要施策に関する基本的事項の企画及び総合調整に関すること。（経営企画チームの所掌に

属するものを除く。） 

（２）ひろしまブランドに関する基本的事項の企画及び総合調整に関すること。 

 

【広 報 課】 

（１）県政コミュニケーションの総括及び総合調整に関すること。 

（２）県政知事懇談に関すること。 

（３）報道機関との連絡に関すること。 

 

【統 計 課】 

（１）統計事務の総合調整並びに指導及び助言に関すること。 

（２）統計調査及び統計分析に関すること。 

（３）統計資料の編さんに関すること。 

（４）統計思想の普及に関すること。 

 

【研究開発課】 

（１）広島県立総合技術研究所に関すること。 
 
【ＤＸ推進チーム】 

（１）デジタルトランスフォーメーションに関する基本的事項の企画及び総合調整並びにデジタル

トランスフォーメーション施策の推進に関すること。 

 

【デジタル県庁推進担当】 

（１）行政事務のデジタル化の推進に関すること。 

（２）行政手続のオンライン化の推進に関すること。 

（３）デジタル技術を活用した業務プロセスの再構築に関すること。 

 

【デジタル基盤整備課】 

（１）基幹となる行政事務のシステム基盤及びシステム間の総合調整に関すること。 

（２）行政ネットワークに関すること 

（３）情報セキュリティ対策に関すること。 

（４）社会保障・税番号制度に関すること。 

（５）市町情報化の支援に関すること。 

（６）地域情報化施策及び電子自治体の推進に関すること。 

 

【県庁情報システム担当】 

（１）情報システム戦略に関すること。 

（２）情報システムのライフサイクルプロセスに関すること。 

（３）情報システム間の総合調整に関すること。 

（４）情報化施策に関する技術的事項に関すること。 
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３ 職員現員表（令和５年４月１日現在）                  
 

課    別 職 員 数  機  関  別 職 員 数 

（本 庁） 

総 務 課 

審 理 担 当 

秘 書 課 

人 事 課 

福 利 課 

財 政 課 

財 産 管 理 課 

税 務 課 

経 営 企 画 チ ー ム 

施策形成支援チーム 

広 報 課 

統 計 課 

研 究 開 発 課 

Ｄ Ｘ 推 進 チ ー ム 

デジタル県庁推進担当 

デジタル基盤整備課 

県庁情報システム担当 

本 庁 計 

(人) 

３５ 

３ 

１２ 

３９ 

５ 

１７ 

２２ 

３５ 

３１ 

８ 

１４ 

２７ 

１７ 

１０ 

５ 

７ 

５ 

２９２ 

 

 

 

 

（地方機関） 

総 務 事 務 所 

県 税 事 務 所 

東 京 事 務 所         

県 立 文 書 館         

自治総合研修センター 

総 合 技 術 研 究 所 

地方機関計 

(人) 

１０９ 

２５６ 

１２ 

４ 

９ 

２５２ 

６４２ 

 

 

 

総  務  局  計 ９３４ 
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４ 附属機関の概要 
 

名   称 審 議 事 項                     根拠法規           委員構成           委員数 任期 

広島県情報公開 
・個人情報保護 
審 査 会       

1.実施機関の諮問に応じ、
広島県情報公開条例に基
づく審査請求について調
査審議し、答申する。 
2.実施機関の諮問に応じ、
個人情報保護法に基づく
審査請求について調査審
議し、答申する。 

広島県情報公開 
・個人情報保護 
審査会設置条例 

第２条 
 
 
 
 
 
 
 

学識経験者 
 
 
 
 
 

１０人 
以内 

 
 
 
 
 
 
 
 

３年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広島県個人情
報保護審議会     

1.実施機関の諮問に応じ、
広島県個人情報の保護に
関する法律施行条例の改
廃に関すること及び番号
法に規定する評価書に記
載された特定個人情報フ
ァイルの取扱いに関する
事項等について調査審議
し、答申するほか、意見を
述べる。 
2.住民基本台帳法に基づ
き、知事が住民票コードの
利用制限に違反している
者に対する中止命令を行
う場合に意見等を述べる。 

広島県個人情報
の保護に関する
法律施行条例  

第７条 
 

住民基本台帳法 
施行条例    

第４条 
 

学識経験者、事
業者の代表者、
県議会議員 
 
 
 
 
 
 
 

６人 
以内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広島県行政不服 
審 査 会 

審査庁の諮問に応じ、行政
不服審査法に基づく審査
請求について調査審議し、
答申する。 

行政不服審査法 
第８１条 

学識経験者 ６人 
以内 

３年 

広島県公益認 
定 等 審 議 会 

知事の諮問に応じ、法人の
公益認定の申請に関する
事項等を調査審議する。 

公益社団法人及
び公益財団法人
の認定等に関す
る法律 

第５０条 
 
広島県公益認定 
等審議会条例 

学識経験者 ３人 
以上 
５人 
以内 

３年 

広島県特別職 
報酬等審議会 

 

議会の議員の議員報酬及

び知事の給料の額に関す

る条例案を議会に提出し

ようとするときは、あらか

じめ当該議員報酬等の額

について審議する。 

広島県特別職報 
酬等審議会条例 
 
 
 

県の区域内の

公共的団体等

の代表者その

他県民 

１０人 

以内 

 

設置さ

れた時

から審

議が終

了する

まで  
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名   称 審 議 事 項                     根拠法規           委員構成           委員数 任期 

広 島 県 職 員            
委 員 会            

 

副知事、専門委員及び監査
専門委員の懲戒の審査及
び議決に関する事務をつ
かさどる。 
 

地方自治法施行 
規程 

第９条 
 
広島県職員委員 
会規則 

知事、副知事、
総務局長、総務
局人事課長、教
育長、人事委員
会委員長 

７人 
 

－ 

広 島 県 指 定 
管 理 者 選 定      
委 員 会      

 
 

指定管理者の候補者の選
定に係る審査項目等に関
する事項及び指定管理者
の指定を受けようとする
者から提出された申請書
の審査に関する事項につ
いて調査審議する。 

広島県公の施設 
における指定管 
理者の指定手続 
等に関する条例 

第９条 

学識経験者、 
県職員 

部会 
ごとに 
６人 

－ 

広 島 県 公 務      
災 害 補 償 等      
認 定 委 員 会      

 
 

実施機関の諮問に応じ、議

会の議員その他非常勤の

職員について発生した災

害が公務又は通勤により

生じたものであるかどう

かの認定について調査審

議する。 

議会の議員その 

他非常勤の職員 

の公務災害補償 

等に関する条例 

  第５条 

学識経験者、 

県職員 

５人 

 

３年 

 

広 島 県 公 務      
災 害 補 償 等      
審 査 会      

 
 

実施機関が行う公務上の

災害又は通勤による災害

の認定、療養の方法、補償

金額の決定その他補償の

実施に関する不服につい

て審査する。 

議会の議員その 

他非常勤の職員 

の公務災害補償 

等に関する条例 

 第２０条 

学識経験者 

 

３人 

 

３年 

 

広島県固定資 
産評価審議会 

 
 

固定資産の評価に関する

事項で、知事が意見を求め

たものについて調査審議

する。 

地方税法 

第４０１条の２ 

 

広島県固定資産 

評価審議会条例 

国の行政機関 

の職員、市町の

職員、学識経験

者 

９人 

以内 

２年 

広 島 県 総 合 
計 画 審 議 会 

 
 

知事の諮問に応じ、県の総

合的な計画の策定及び実

施に関する重要事項を調

査審議する。 

広島県総合計画 

審議会設置条例 

県議会議員、 

市町の長、 

学識経験者 

３０人 

以内 

２年 

 



一 般 会 計 予 算



Ⅱ　令和５年度一般会計予算

１　歳　入　予　算

区　　　　　分 　令和５年度
　当初予算額（Ａ）

　令和４年度
　当初予算額（Ｂ）

比　較
Ａ／Ｂ

Ａ　の
構成比

県 税 341,743,020 340,294,048 100.4 30.0

地 方 消 費 税 清 算 金 140,709,000 125,099,000 112.5 12.3

地 方 譲 与 税 52,231,188 52,022,602 100.4 4.6

地 方 特 例 交 付 金 1,580,000 1,357,000 116.4 0.1

地 方 交 付 税 188,808,000 185,006,000 102.1 16.6

交通安全対策特別交付金 500,000 500,000 100.0 0.0

分 担 金 及 び 負 担 金 7,582,332 6,558,877 115.6 0.7

使 用 料 及 び 手 数 料 9,146,309 9,695,830 94.3 0.8

国 庫 支 出 金 148,262,171 165,091,326 89.8 13.0

財 産 収 入 1,242,250 1,204,455 103.1 0.1

寄 附 金 111,367 99,557 111.9 0.0

繰 入 金 57,881,108 51,782,271 111.8 5.1

繰 越 金 1 1 100.0 0.0

諸 収 入 102,650,954 102,624,633 100.0 9.0

県 債 87,872,300 102,684,400 85.6 7.7

歳　入　合　計 1,140,320,000 1,144,020,000 99.7 100.0

（単位：千円、％）
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２　歳　出　予　算

区　　　　　分 　令和５年度
　当初予算額（Ａ）

　令和４年度
　当初予算額（Ｂ）

比　較
Ａ／Ｂ

Ａ　の
構成比

議 会 費 2,122,122 2,120,099 100.1 0.2

総 務 費 56,373,873 53,846,097 104.7 5.0

民 生 費 141,592,052 141,602,706 100.0 12.4

衛 生 費 124,663,768 125,026,791 99.7 10.9

労 働 費 3,600,206 3,659,449 98.4 0.3

農 林 水 産 業 費 29,784,047 29,986,918 99.3 2.6

商 工 費 109,179,456 102,315,567 106.7 9.6

土 木 費 100,387,105 103,646,456 96.9 8.8

警 察 費 65,492,336 64,567,172 101.4 5.8

教 育 費 184,630,304 187,775,718 98.3 16.2

災 害 復 旧 費 17,437,891 28,174,198 61.9 1.5

公 債 費 147,030,823 147,888,766 99.4 12.9

諸 支 出 金 157,026,017 152,410,063 103.0 13.8

予 備 費 1,000,000 1,000,000 100.0 0.0

歳　出　合　計 1,140,320,000 1,144,020,000 99.7 100.0

（単位：千円、％）
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Ⅲ　令和５年度総務局関係予算

１　一　般　会　計

総　額(Ａ) 一般財源 総　額(Ｂ) 一般財源 Ａ－Ｂ Ａ／Ｂ

総 務 費 40,243,985 34,887,635 38,979,185 34,846,695 1,264,800 103.2

警 察 費 52,828 52,828 60,559 60,559 △7,731 87.2

教 育 費 40,466 40,466 54,447 54,447 △13,981 74.3

公 債 費 147,025,504 112,222,430 147,887,898 126,455,810 △862,394 99.4

諸 支 出 金 157,026,017 157,026,017 152,410,063 152,410,063 4,615,954 103.0

予 備 費 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 0 100.0

合　計 345,388,800 305,229,376 340,392,152 314,827,574 4,996,648 101.5

区　　分

（単位：千円、％）

令和５年度当初予算額 令和４年度当初予算額 比　　　較
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２　特　別　会　計

Ａ－Ｂ Ａ／Ｂ

証紙繰出金

　証紙繰出金
25,000 24,000 1,000 104.2

証紙代金収納計器
繰出金
　証紙代金収納計器
　繰出金

2,778,020 3,059,048 △ 281,028 90.8

 管特
 理別
 事会
 務計
 費

管理事務費

　通信管理費
202,053 202,053 0 100.0

公特
債別
管会
理計

公債管理費

　公債管理費
291,068,423 280,262,876 10,805,547 103.9

294,073,496 283,547,977 10,525,519 103.7合　　　計

区　　　　分
比　　較令和５年度

当初予算額(Ａ)
令和４年度
当初予算額(Ｂ)

（単位：千円、％）

証特
紙別
等会
　計
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Ⅳ 課別主要事業の概要            

１ 総  務  課 

 

（1） 庁内管理に関する事務 

   来庁者の案内、庁内の取締り等を行い、庁舎内の秩序維持に努め、良好な執務環境

  を保つ。 

 

（2） 東京事務所の運営 

   県と中央官庁等との間における事務の推進及び連絡、県政の運営に関する必要な事

  項の調査及び資料の整備等を行う。 

 

（3） 総務事務所に関する事務 

   総務事務所の円滑な運営に向けて、本庁と総務事務所間の連絡、協議、調整等を行う。 

 

（4） 文書に関する事務 

   公印の管理、文書の収受・発送及び整理保存、重要文書の審査、条例等の公布、県

  報発行等を行う。 

  

（5） 県立文書館の運営 

    県に関する歴史的資料として重要な行政文書、古文書その他の記録を収集保存し、

  これらを県民の利用に供する。 

 

（6） 情報公開及び個人情報保護に関する事務 

ア 行政文書の開示 

行政文書開示制度に関する総合調整を行うとともに、各実施機関から諮問のあっ

た行政文書の開示決定等に対する審査請求事案を審査する広島県情報公開・個人情

報保護審査会の運営に関する事務を行う。 
 

〔行政文書開示請求の処理の状況（令和３年度実績）〕      （単位：件） 

内 容 請 求 
件 数 

開 示 
 

 
部 分 
開 示 

 
不開示 

 
その他 

 
構成比
（％） 

構成比
（％） 

構成比
（％） 

構成比
（％） 

行政文書の開示 1,820 606 33.3 774 42.5 22 1.2 418 23.0 
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イ 個人情報の保護 

個人情報保護法に関する周知及び総合調整を行うとともに、各実施機関から諮問

のあった保有個人情報の開示決定等に対する審査請求事案を審査する広島県情報公

開・個人情報保護審査会及び番号法に規定する評価書に記載された特定個人情報フ

ァイルの取扱いに関する事項等を調査審議する広島県個人情報保護審議会の運営に

関する事務を行う。 
 

   〔保有個人情報開示請求の処理の状況（令和３年度実績）〕    （単位：件） 

内 容 請 求 
件 数 

開 示 
 

 

部 分 
開 示 

 

不開示 

 

その他 

 

構成比
（％） 

構成比
（％） 

構成比
（％） 

構成比
（％） 

保有個人情報の開示 990 662 66.9 297 30.0 2 0.2 29 2.9 

 

ウ 行政情報の提供 

県民が県政に関する情報を迅速かつ容易に得られるよう、行政情報コーナーにお

いて、各種行政資料を収集し閲覧等に供するとともに、県ホームページ上で行政資

料の検索システムを運用するなど、行政情報の積極的な提供に努める。 

また、ふれあいコーナーにおいて、各種事業のパンフレット、リーフレットの配

布、ポスターの掲示等を行う。 

   〔行政情報コーナーの利用状況（令和４年度実績）〕 

利 用 者 数                     （人） 利 用 冊 数                     （冊） 
総    数 １ 日 平 均             総    数 １ 日 平 均             

4,585 18.9 372,425 1532.6 

     〔行政資料の保有状況（令和５年３月末現在）〕 

区    分 一 般 資 料               統 計 資 料               総   数 
冊      数 20,797 31,108 51,905 

 

（7） 法務等に関する事務 

    条例、規則など県法規案の審査、行政手続法及び行政手続条例並びに行政不服審査

法及び行政不服審査法施行条例に関する事務等を行う。 

 

（8） 行政書士に関する事務 

    行政書士及び行政書士会の指導監督育成等を行う。 
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（9） 新公益法人制度に関する事務 

    広島県公益認定等審議会の運営等、公益認定に関する事務を行う。 

 

（10） 法人に関する事務 

    公益法人等に対する指導監督等を行う。  

 

（11） 内部統制制度の推進 

   「広島県の内部統制に関する方針」に基づく、内部統制制度の適切な運用を図り、

不適正な事務処理の発生を未然に防止するとともに、適切かつ効率的な業務執行の確

保に取り組む。 
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２ 審 理 担 当 

 

（1） 審理員に関する事務 

   行政不服審査法の規定により審理員の権限とされた事務を行う。 

 

（2） 内部統制制度の評価 

   「広島県の内部統制に関する方針」に基づき、内部統制制度の整備・運用状況に関

する評価を行う。 
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３ 秘 書 課 

 

（1） 知事・副知事の秘書に関する事務 

知事・副知事の秘書に関する事務を行う。 

 

（2） 栄典に関する事務  

   各省庁からの通知等に基づき、叙勲並びに褒章候補者の上申を行う。 

     〔令和４年度受章者数【県知事推薦分】〕（単位：人・団体） 

 

 

（3） 表彰に関する事務 

知事表彰に係る事務の総括を行う。 

 

（4） 行幸啓等に関する事務 

行幸啓等に係る事務の総括を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分                     受章者 

春 秋 叙 勲                   
４ 年 春 50 
４ 年 秋 44 

第 ３ ８ 回 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲 15 
第 ３ ９ 回 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲 15 
高 齢 者 叙 勲                                 24 
死 亡 叙 勲                                 21 
叙 位                                 28 

藍  綬  褒  章 
４ 年 春 2 
４ 年 秋 ─ 

黄  綬  褒  章 
４ 年 春 2 
４ 年 秋 1 

紺 綬 褒 章                                 38 
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※病院等を含む 

４ 人 事 課 

（1） 人事管理 

ア 職員の任用に当たっては、活力ある職場の形成を基本目標とし、次のことを指針

とする。 

・客観公平な人事管理 

・長期的視野に立った人事管理 

・能力を十分に発揮できる人事配置 
 

    〔令和５年４月１日付け人事異動〕  

    ○  異動総数（採用、退職を除く｡)  1,365人（昨年 1,437人） 

       本庁・地方機関間の異動       359人（昨年  383人） 

部局間の異動          316人（昨年  321人） 

    ○  採  用             363人（昨年  284人） 

    ○  退職（令和５年３月31日付け）   317人（昨年  267人） 

 

 

イ 人事評価については、目標管理と連動した評価制度により、組織的な目標を共有

するとともに、目標の達成に向けたコミュニケーションを通じて、職員個人や組織

の育成に努める。また、管理職のマネジメントスキルの向上研修の更なる充実や、

コンピテンシー評価導入による効果的な育成など、職員の成長を促す指導・育成の

強化を図る。 
  

ウ 給与、勤務時間その他の勤務条件については、基本的には人事委員会の勧告を尊

重するとともに国及び他県の状況を勘案しつつ、その適正化を図るよう努める。 
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（2） 定員管理 

激甚化・頻発する大規模災害や感染症への対策などを含め、多様化・複雑化する行

政需要に的確に対応するため、「最少の経費で最大の効果を挙げる」という行政経営

の基本原則に立ち、業務改善や業務プロセスの見直しなどの取組を推進するとともに、

効率的な執行体制の確保に取り組む。 

 

（3） 研 修 

時代の変化に迅速かつ的確に対応できる人材として、①住民視点に立ち、主体的に

考える職員 ②変革に挑戦し、行動力のある職員 ③高い専門性とスピード・コスト

意識を持った職員などの自立型の人材育成を、県・市町一体で推進する。 

また、民間企業、中央官庁への派遣研修など、組織外研修も実施する。 
 

（4） 県庁働き方改革 

   ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進を図るため、テレワークの

定着に向けた取組を進めるとともに、デジタル技術の更なる利活用等により、生産性

の高い働き方への改革に取り組む。 
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（5） 職員の健康管理 

労働安全衛生法に基づき、職員の心身の健康を積極的に支援するため、職員の安全

衛生管理体制を確立するとともに、健康診断及び健康教育・相談事業を行う。 

 

  〔令和４年度実施状況〕      

    ・ 一 般 定 期 健 康 診 断                                6,249人 

    ・ 新 規 採 用 職 員 健 康 診 断                                 322人 

    ・ 特 別 定 期 健 康 診 断                                1,941人 

    ・ Ｖ Ｄ Ｔ 作 業 従 事 者 健 康 診 断                                1,851人 

    ・ 医療関係職員のＢ型肝炎定期検診   156人 

    ・     〃      ﾜｸﾁﾝ接種    41人 

    ・ 結 核 健 康 診 断                   32人 

    ・ 生 活 習 慣 病 予 防 検 診                 3,489人 

    ・ 健 康 教 育                                2,293人 

    ・ 職 員 相 談                                4,401件 

    ・ 事 後 指 導                                1,362件 

    ・ 新 規 採 用 職 員 へ の 保 健 指 導                  422件 

・ ス ト レ ス チ ェ ッ ク  6,751人 

    ・ 災害対応従事職員への保健指導  2,311人 
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５ 福 利 課 

 

（1） 職員の福利 

   職員の福利厚生の向上のため、地方公務員等共済組合法に基づく共済制度や互助会

事業と一体となって、職員の保健、元気回復、その他福利厚生に関する計画の策定・

実施を行う。 

（2） 公務災害補償等 

   議会の議員、非常勤の行政委員会・審査会・審議会などの委員等及び非常勤の調査

員・嘱託員等の公務災害・通勤災害の認定及び補償に関する事務を行う。 

   また、認定又は補償に関する決定の不服申立てに対する公務災害補償等審査会に関

する事務を行う。 

（3） 恩給及び退隠料支払 

   恩給法及び広島県吏員恩給条例等に基づく恩給等の裁定・支払事務を行う。 

   ・令和４年度恩給及び退隠料の受給者数及び支給額 

            ９４人 １億４０８万円 

（4） 地方職員共済組合広島県支部の事務 

   地方公務員等共済組合法に基づき、医療給付等の短期給付、厚生年金保険給付及び

退職等年金給付の長期給付並びに組合員の保健、診療所の経営、貯金業務及び臨時の

支出に対する貸付け等の福祉事業を行う。 

（5） 地方公務員災害補償基金広島県支部の事務 

   常勤の地方公務員の公務災害・通勤災害について、地方公共団体に代わって認定・

補償事務を行うとともに、認定・補償に関する決定の不服申立てに対する支部審査会

の事務を行う。 

   ・令和４年度公務災害等認定件数  ５９０件 

（6） 一般財団法人広島県職員互助会の事務 

   公益事業を行うほか、地方職員共済組合広島県支部と相まって職員に対する給付等

の職員の相互救済その他の福利厚生事業を行う。 
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６ 財 政 課 

 

（1） 予算の編成 

財政構造改革を進めつつ、県勢発展に向けた施策を積極的に展開することを基本と

して、各局部からの予算要求に基づき、その事業の重要度、緊急度、必要性、行政効

果等を総合的に検討して予算の編成事務を行う。 

 

（2） 県議会に関する連絡調整 

地方自治法に基づき、県議会の招集、議案の作成等を行うほか、県議会との連絡調

整を行う。 

 

（3） 財政経理に関する事務 

地方交付税の算定資料の作成及び県債関係事務等を行い、効率的な財政運営に資する。 

 

（4） 財政運営状況に関する調査・報告 

予算の執行状況等についての調査のほか、財政状況の公表、決算報告をはじめ各種

財政調査統計資料を作成する。 

 

（5） 地方公営企業法に関する事務 

病院事業、土地造成事業及び流域下水道事業は、病院事業局、商工労働局及び上下

水道部で所掌しているが、財政課においては起債事務などの補助事務及び議案その他

法令上知事において処理すべき事務を行う。 

 

（6） 行政委員会等との連絡調整  

県公安委員会、県警察本部及び県監査委員との連絡調整を行う。 

 

（7） 資金管理の高度化・効率化 

資金管理業務について、引き続き、金融専門家等で構成する資金管理会議を設置し、

資金管理方針に沿って、資金管理の高度化、効率化を図る。 

 

（8） 県出資法人に関する事務 

県が出資等をしている法人に対する調査、指導監督及び法人のあり方見直しに関す

る総合調整を行う。 
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７ 財産管理課  

 

（1） 公有財産の事務の総括 

   各所属において管理している公有財産の総括的な事務を行う。 

   ・公有財産の主なもの（令和５年３月３１日現在） 

    土 地      ：5,416.4ha   建 物      〔延床面積〕：351.6万ｍ２ 

 

（2） 県庁舎の管理 

   県庁舎及び付属施設について、県民の利便と環境整備に配慮しながら、適正な管理

  を行う。 

     敷 地      ：4.72ha  庁 舎      〔延床面積〕：8棟  8.8万ｍ２（議会棟を含む。） 

 

（3） 庁舎の整備 

 県庁舎及び地方機関庁舎の長寿命化等を行う。 

［長寿命化工事等］ 

施設名 令和５年度 

本庁舎（渡り廊下・耐震化） 耐震工事 

本庁舎（北館・長寿命化） 改修工事 

元生涯学習センター（改修） 改修工事 

 

（4） 公舎、独身寮の管理 

   公舎、独身寮の計画的な維持修繕を行い、適正な管理を行う。 

   ・公舎及び独身寮数（令和５年４月１日現在） 

    公舎：729戸  独身寮：241室 

 

（5） 普通財産の管理及び処分 

普通財産の適正な管理を行うとともに、財産収入の確保の観点から、未利用県有地

等については、条件の整ったものから順次売却を進める。 

 

（6） 県有資産の有効活用の推進 

ファシリティマネジメントの視点に立った県有施設の利活用の推進を図るとともに、

未利用スペースの貸付など県有資産の活用を進める。 
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８ 税 務 課 

 

（1） 県税の賦課徴収 

県税は９税目の普通税と２税目の目的税から成り立っており、これらの賦課徴収に

当たっては、地方消費税、県たばこ税、自動車税（環境性能割及び新規登録時におけ

る種別割の月割課税分に限る。）、鉱区税及び産業廃棄物埋立税の賦課徴収を税務課

が担当し、その他については、県内３か所の県税事務所及び４か所の県税事務所分室

において処理する。 

令和５年度の県税収入予算は、一般会計予算の３０．０％を占める３，４１７億 

４，３００万円を計上し、この確保については次の事項を重点的に推進する。 

  ア 個人県民税の徴収対策の推進 

個人県民税について、着実な歳入の確保や収入未済額の縮減等を図るため、次の

対策を実施する。 

（ア）個人住民税のみの滞納案件を引き受け、県職員が滞納整理を行うことにより、

個人住民税の収入確保を図る直接徴収（県単独型）を実施する。 

（イ）市町における個人住民税の滞納整理を促進するため、県の職員が市町の職員の

身分を併任し、市町の職員とともに個人住民税等の徴収事務に従事する併任徴収

（随時型）を実施する。 

（ウ）県税事務所に徴収相談窓口を設置し、市町の疑問等について県が組織的かつ効

率的に助言を行い、相談に対する回答を他の市町と共有することで、県全体の滞

納整理水準の向上を目指す。 

（エ）県及び県内全市町で構成する「広島県地方税徴収対策推進協議会」において、

引き続き、県市町連携による徴収対策強化について検討するとともに、個人住民

税特別徴収の徹底に向けた取組を行う。 

  イ 組織的な滞納整理の推進 

滞納整理目標を設定し、滞納整理計画に基づいた組織的な進行管理を徹底すると

ともに、電子預金照会の活用などにより効率的な滞納整理に努める。 

（2） 地方譲与税に関する事務 

地方譲与税は、国税として徴収したものを都道府県人口、道路延長・面積等をもと

に配分し、地方に譲与されるもので、特別法人事業譲与税、地方揮発油譲与税、石油

ガス譲与税、自動車重量譲与税、森林環境譲与税、航空機燃料譲与税がある。令和５

年度の予算は５２２億３，１００万円を計上しており、この収入事務を行う。 

 

（3） 市町に対する交付金の交付 

県に納付・納入された県民税利子割、県民税配当割、県民税株式等譲渡所得割、県

民税分離課税所得割、法人事業税、地方消費税、ゴルフ場利用税、自動車税環境性能

割及び軽油引取税について、一定の基準により市町へ交付する。  
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（4） 市町の税政運営に対する助言 

地方分権の進展や三位一体改革に伴う税源移譲により、県・市町における自主財源

の重要性が益々増大し、徴収対策の更なる強化が求められていることから、市町の徴

収対策強化の取組を支援するとともに、市町の税政運営に対する助言を行う。 

  ア 市町の税政運営に対する助言 

     市町税の適正な賦課、徴収及び徴収率の向上のため、研修会の開催や助言等を行

う。 

  イ 市町の地方交付税の算定等（基準財政収入額に関することに限る。） 

    基礎数値のとりまとめ及び検査を行う。 

ウ 市町の固定資産評価額を広島県固定資産評価審議会に諮り、評価の適正化と市町

間の均衡確保に努める。 

（5） 県税に関する広報等の事務 

県税の制度や納期内納付の勧奨について各種の広報媒体を活用して積極的に広報す

るとともに、学校等における租税教育の推進に努め、県税に対する県民の理解を深め

ることにより、公平・公正な税制度の確立に努める。 

ア 県税に関する冊子（「県税のしおり」）、リーフレット（「あなたと県税」）を

作成し、広く制度の広報に努めるとともに、県のホームページにも掲載する。 

イ 金融機関、庁舎等へのポスター、懸垂幕の掲示や、県のＳＮＳ等を活用すること

により、自動車税種別割の納期内納付の勧奨、所得税・事業税・住民税の申告勧奨

等に努める。 

ウ 広島県租税教育推進協議会に参画し、小中学生用社会科副教材を編集発行するな

ど、児童・生徒等に対する租税教育の推進に努める。 

（6） 債権管理の高度化・効率化 

税外債権の適正管理、滞納債権の縮減・整理については、「広島県債権管理会議」に

おいて中期目標を設定し、取組方針に基づいた組織的債権管理や滞納債権発生防止の

取組など、債権管理の高度化・効率化に向けた取組を全庁的に推進する。 
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（7） 税務トータルシステムの運用管理 

税務トータルシステムの適正な運用を図り、課税から決算までの総合的な事務処理

を行う。 

ア 法人二税システム        サ 口座振替システム 

  イ 県民税利子割システム      シ 県税管理システム 

  ウ 個人事業税システム       ス 県税決算システム 

  エ 不動産取得税システム      セ 徴収システム 

  オ 間税システム          ソ 納税証明書等発行システム 

  カ 自動車税種別割システム     タ 軽油免税証システム 

  キ 自動車税環境性能割システム   チ 納税者管理システム 

  ク 鉱区税システム         ツ 徴収支援システム 

  ケ 収入管理システム        テ 産業廃棄物埋立税システム 

  コ 還付充当システム        ト ＥＵＣシステム 

（8） 電子的行政サービスの拡充 

ア 地方税の電子申告 

    法人県民税及び法人事業税の申告・届出等を行う地方税の電子申告システム（ｅ

ＬＴＡＸ(エルタックス)）の運用を平成１８年１月から開始し、令和３年１０月か

ら、金融取得課税(利子割、配当割、株式譲渡所得割)の申告・届出等の運用を開始

している。引き続き運用を行い、利用者の利便性向上に努める。 

イ 地方税の電子納付 

    県民の納税機会の拡大及び利便性の向上を図るため、平成２４年４月から、パソ

コン、携帯電話、金融機関のＡＴＭを利用して納税できる電子納付（自動車税種別

割、個人事業税、不動産取得税）、平成２８年４月から、インターネットを利用し

たクレジット納付（自動車税種別割）、平成３１年４月から、スマートフォンアプ

リを利用した納付（自動車税種別割、個人事業税、不動産取得税）の運用をそれぞ

れ実施している。また、令和元年１０月から、法人二税などを対象に、全ての地方

公共団体へ一括して電子納税することができる地方税共通納税システムの運用を

実施しており、令和３年１０月には県民税利子割など３税目を追加した。さらに令

和５年度からパソコンやスマートフォンから地方税の納付ができる地方税お支払

サイトの運用が開始され、自動車税種別割について取扱いを開始し、今後も対象税

目を拡大する予定である。引き続き、県民への周知・利用促進に努め、より一層の

納期内納付を推進し、納期内納付率、収入率の向上を図る。 

  ウ 自動車保有関係手続のワンストップサービス（ＯＳＳ） 

自動車を保有するための保管場所証明、自動車検査登録及び自動車税（環境性能

割・種別割）の申告などの一連の手続をインターネットで行うシステムの運用を平

成２９年４月から開始している。引き続き運用を行い、利用者の利便性向上に努め

る。 
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９ 経営企画チーム 

 

（1）「広島県職員の行動理念」等の普及促進 

「３つの視座」、「３つの心掛け」及び「広島県職員の行動理念」に沿った優良事例

を職員へ周知することにより、職員一人ひとりがこれらに基づき行動することを促進

する。 

 

（2）地方創生の推進及び第２期「広島県まち・ひと・しごと創生総合戦略」の総合調整 

   地方創生の動きを更に加速するため、「広島県まち・ひと・しごと創生総合戦略（安

心▷誇り▷挑戦 ひろしまビジョン アクションプラン）」に掲げる取組を推進する。 

 

（3）県政運営の基本方針の策定及び重要施策の総合調整 

「安心▷誇り▷挑戦 ひろしまビジョン」の目指す姿の実現に向け、毎年度、県政運営

に当たっての基本姿勢や重点的に取り組む施策の方向などを「基本方針」として整理し、

これに基づく効果的な施策の推進と戦略的な経営資源の配分を行う。 

 

（4）施策マネジメントの運用 

「安心▷誇り▷挑戦 ひろしまビジョン」を構成する施策・事業群ごとに設定した目標

の進捗状況を計画的なモニタリング等による施策マネジメントにより点検・検証し、そ

の結果をベースとして、随時、取組の見直し、改善を図り、施策目標の着実な実現を図

る。 

また、ＰＤＣＡの実効性を高めるため、ビジネスプランやエビデンスに基づく施策立

案の考え方の職員への浸透・定着を図る。 
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（5）ミッション重視の組織体制の構築 

「安心▷誇り▷挑戦 ひろしまビジョン」に掲げる目指す姿の実現に向けて、既存の

枠組みにとらわれることなく、ミッションに基づいた組織や職の見直し又は設置を行う

など、組織全体のミッション性を更に向上させる。 

また、社会経済情勢の変化や危機管理への対応など、年度中途に生じた新たな課題等

に対して迅速かつ的確に対応するため、責任者とミッションを明確にした柔軟で機動的

な組織体制の整備を行う。 

 

（6）民間企業等とのパートナーシップの強化 

民間企業等との相互の強みを活かした協働の取組により、地域社会の活性化や県民

サービスの向上を図るため、包括的な連携を進める。 

 

（7）地方分権改革の着実な推進に向けた取組 

ア 地方分権改革の着実な推進に向け、国と地方の役割分担の見直し、財源の確保等

の必要な措置を講じた上での国から地方への事務権限の移譲、国の義務付け・枠付

けの抜本的な見直しなどを、提案募集方式などを活用して、国に強く働きかける。 

イ 国と地方の役割を見直し、地方の役割に応じた権限・財源・責任を地方が有する

「地方分権型道州制」の実現に向けて、国等関係機関への働きかけや機運醸成などに

取り組む。 

 

（8）施策提案 

本県施策を推進するに当たり、本県独自又は喫緊の課題を踏まえ、国との連携・協力

が必要な事項について、春と秋の年２回「施策に関する提案書」を取りまとめ、国に対

する提案活動など、積極的な働きかけを行う。 

 

（9）特区の推進 

平成２８年１月に国から指定を受けた国家戦略特別区域について、規制の特例措置の

活用を推進し、本県の産業競争力の強化を図るとともに、構造改革特区制度の活用に

より、地域の活性化を図る。 
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（10）経済関係情報の収集及び分析 

県政の的確な運営の基礎資料とするため、経済の動向や国が進める経済連携協定な

ど、経済関係の幅広い情報を収集、分析するとともに、庁内での共有を行う。 

 

（11）隣県等との交流促進 

島根県、愛媛県、岡山県、鳥取県、山口県及び宮城県と会議を開催し、共通する行

政課題等についての協議を行うほか、共同プロジェクトの推進等を図る。 

区  分 目    的 

島 根 ・ 広 島 交 流 会 議 広島・島根両県の交流・連携方策等について協議、意見交換（平成５年度～） 

広 島 ・ 愛 媛 交 流 会 議 広島・愛媛両県の交流・連携方策等について協議、意見交換（平成５年度～） 

岡山・広島両県知事会議 広島・岡山両県の交流・連携方策等について協議、意見交換（平成２２年度～） 

鳥取・広島両県知事会議 広島・鳥取両県の交流・連携方策等について協議、意見交換（平成２３年度～） 

広島・山口両県知事会議 広島・山口両県の交流・連携方策等について協議、意見交換（平成２６年度～） 

宮城・広島両県知事会議 広島・宮城両県の交流・連携方策等について協議、意見交換（平成２７年度～） 
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（12）知事会議 

全国知事会議、中国地方知事会議等において、共通課題や国等への要請事項について

協議する。 

区  分 全 国 知 事 会 議 中国地方知事会議 中国地域発展推進会議 

会    長 鳥取県知事 島根県知事 島根県知事 

構 成 員 全国の都道府県知事 中国地方５県知事 
中国地方５県知事、中国経済連合会・ 

中国地方５県の経済界の代表者 

会議開催 
年２回程度 

山梨県・東京都 

年２回 

広島県・岡山県 

年２回 

広島県・岡山県 

 

区  分 中国圏広域地方計画推進会議 中 四 国 サ ミ ッ ト 
日本創生のための 

将来世代応援知事同盟 

会  長 島根県知事 
開催県が持ち回り 

(中国・四国交互) 

持ち回り 

（令和５年：福島県知事） 

構 成 員 中国地方５県知事・県議会議長 
中四国地方９県知事 

中国及び四国経済連合会会長 

岩手、宮城、福島、茨城、千

葉、富山、福井、山梨、長野、

三重、滋賀、兵庫、鳥取、島根、

岡山、広島、山口、香川、高知、

長崎、宮崎、鹿児島の22県知事 

会議開催 
年１回 

広島県 

年１回 

島根県 

年１回 

岩手県 

 

(13）旧広島陸軍被服支廠の安全対策等 

旧広島陸軍被服支廠の安全対策の検討を行うとともに、重要文化財指定に向けた調整

及び建物の活用等の検討を行う。 
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10 施策形成支援チーム 
 

（1） ブランド戦略に関する事務 

ひろしまブランドの価値向上に向け、魅力的な観光地や、歴史・文化、自然、産業

など、本県独自の資産を磨き上げ、発信し、国内外からの共感の獲得につなげていく。 
 

（2） 施策形成支援に関する事務 

県の様々な事業で、施策効果の検証結果に基づき施策の立案や見直しを行うため、

ＥＢＰＭやマーケティングの技術を取り入れた分析や検討を行う施策形成支援を実施

する。 

※ ＥＢＰＭ：エビデンス・ベースド・ポリシー・メイキング。合理的根拠（エビデ

ンス）に基づく施策形成 
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11 広報課 
 

（1） 広報に関する事務 

発信者中心の広報から、県民起点に立った「伝わる広報」への転換や「県内外への

情報発信の強化」を基本方針として、積極的に県政情報や本県の魅力を発信する戦略

的な視点による広報活動を実施する。 

 

ア 印刷物による広報 

区    分 発行回数 発行部数 配 布 先                 

ひ ろ し ま 県 民 だ よ り 
4回/年 

（7、10、1、4
月） 

850,000部 
県内各世帯、市町、関係機関、
ほか 

 点字版、音声版 約460部（本） 
配布を希望する視覚等障害
者ほか 

 

イ 放送による広報 

   テレビ・ラジオ各局が企画・制作する番組とタイアップし、より県民に近い視点で、

質・鮮度を高めた情報を県民へ届ける。 

 

ウ ホームページ、ＳＮＳ 

区   分 内       容 

広島県ホームページ ホームページを運営し、県政情報等を提供する。 

広 島 県 公 式 Ｓ Ｎ Ｓ 
県公式Twitter、Facebook、LINE、Instagram、TikTok 
を運営し、県政情報等を幅広い世代に提供する。 

 

エ パブリシティ 

行政施策を効果的に推進するため、次のとおり報道機関への情報提供を行う。 

区    分 内       容 

記 者 会 見 知事等による会見 

記 者 発 表 局長等による県の施策に係る情報提供 

資 料 提 供 資料による情報提供 
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オ リスク・コミュニケーション 

緊急事態における正確な情報の迅速かつ積極的な発信により、県民が直面する危険

からの回避への誘導と不安の解消を図るための的確な広報対応等を実施 

 

（2） 広聴に関する事務 

県民起点の行政を推進する観点から、県民の意見をより適切、迅速に県政に反映さ

せるため、各種の広聴活動を積極的に実施する。 

区  分 内      容 

個別広聴 
・ホームページや電子ファックス等による県政提言の受付及び回答 
・各種団体からの要望等に対する文書回答等の実施 
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12 統 計 課 

 

（1） 統計調査基盤の充実 

統計調査の円滑な実施と精度の向上を図るため、次のとおり県民一般を対象として

統計知識の普及・啓発事業を推進するとともに、統計関係者に対する研修等を実施す

る。 

  ア 統計知識の普及・啓発事業の推進  

県民が統計知識の重要性を認識し、統計に親しみ、統計調査に協力する環境の

醸成に努める。 

事    業 主 な 内 容 

広島県統計功労者表彰式の開催 
・統計功労者表彰、統計グラフコンクー

ル入賞者表彰 

統計の日（１０月１８日）関連行事 
・ポスターの庁舎内掲示及び関係機関等

への配布 

広島県統計グラフコンクールの開催 ・入賞作品展、巡回展 

広島県統計協会への協力 
・助成 

・統計講習会の共催等 

統計調査の環境改善のための普及啓

発事業 
・教育関係者等の派遣 

 

  イ 統計関係者に対する研修の実施等 

    統計調査員、統計職員の確保・育成、相互連携を図り、統計調査の円滑な実施と

その精度の向上に努める。 
 

事    業 主 な 内 容 

統計調査員確保対策事業の推進 

・統計調査員希望者の登録、統計調査員

通信等の発行 

・登録調査員に対する研修等 

統計職員等の養成 ・地方統計職員業務研修 

 

（2） 統計調査の実施 

国の各省からの委託統計調査及び県独自の統計調査を円滑に実施する。 

ア 令和５年住宅・土地統計調査 

  住戸（住宅及び住宅以外で人が居住する建物）に関する実態並びに現住居以外の

住宅及び土地の保有状況、その他の住宅等に居住している世帯に関する実態を調査

し、その現状と推移を全国及び地域別に明らかにすることにより、住生活関連諸施

策の基礎資料を得ることを目的に、令和５年10月１日現在で、本県で約7.5万住戸

4,453調査区を対象に調査を実施する。 

イ その他の統計調査 

    国の委託事業として11の統計調査等を実施するほか、県独自の統計調査として、

人口移動統計調査及び鉱工業生産動態統計調査を実施する。 

※ 令和５年度に実施する統計調査事業の概要は、別表のとおり。 
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（3） 統計の利用促進 

県民の多様な統計ニーズに応え、その利用を促進するため、統計データの分析・加

工を行い、各種統計資料を作成・公表するとともに、インターネット等を通じて統計

情報を提供する。 
 

事    業 主 な 内 容 

統
計
デ
ー
タ
の
分
析
・
加
工 

広島県経済関係の

加工統計の作成 

・県民経済計算 

・市町民経済計算 

・産業連関表 

分析ツールの提供 ・産業連関分析ツール 

各種統計資料の作成・

公表 

各種統計調査結果及び統計年鑑等を作成・公表し県民

の利用に供する。 

 ・広島県の人口移動等各種統計調査結果 

 ・広島県統計年鑑 

統計情報の提供 

 県民等が統計情報を容易に入手し効果的に利用できる

よう、県ホームページによる情報提供を行う。 

「広島県統計課」

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/21/ 

「広島県の統計情報」 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/toukei/ 

 

 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/21/
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/toukei/
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【 令 和 ５ 年 度 統 計 調 査 事 業 の 概 要 】 

 

所

管 
事  業  名 事 業 の 目 的 

調 査 

時 期 

調 査 

対象数 

予 算 額 

（千円） 

総 
 

 
 

 

務 
 
 
 

 

省 

１ 

令和５年住

宅・土地統計

調査 

（基幹統計） 

住戸（住宅及び住宅以外で

人が居住する建物）に関する

実態並びに現住居以外の住宅

及び土地の保有状況、その他

の住宅等に居住している世帯

に関する実態を調査し、その

現状と推移を全国及び地域別

に明らかにすることにより、

住生活関連諸施策の基礎資料

を得る。 

令和５年 

10月１日 

現在 

【５年周期】 

約7.5万住戸 

4,453調査区 
164,459 

２ 
労働力調査 

（基幹統計） 

国民の就業及び不就業の状

態について、月々の変化を明

らかにする。 

毎月 
約1,200 

世帯/月 
46,470 

３ 

小売物価統計 

調査 

（基幹統計） 

商品の小売価格、サービス

の料金及び家賃を調査し、消

費者物価指数その他物価に関

する基礎資料を得る。 

毎月 

価格（動向編） 

約500店舗 

価格（構造編） 

約10店舗 

家賃 

約80事務所 

17,536 

４ 
家計調査 

（基幹統計） 

国民生活における家計収支

の実態を調査し、各種行政資

料の基礎資料を得る。 

毎月 
29単位区 

（188世帯） 
27,213 

５ 

令和３年経済セ

ンサス－活動調

査 （ 事 後 整

理 ）、調査区

管理 

（基幹統計） 

全産業分野の売上（収入）

金額や費用などの経理項目を

網羅的に把握し、事業所及び

企業の経済活動を全国及び地

域別に明らかにするととも

に、事業所母集団データベー

ス等の母集団情報を整備す

る。 

令和３年 

６月１日 

現在 

【５年周期】 

約12万 

事業所 
504 

６ 

経済センサス－

基礎調査（乙調

査 ） 

（基幹統計） 

全ての産業分野における事

業所及び企業の活動状態等の

基本的構造を明らかにし、経

済センサス活動調査の実施中

間年における経済構造統計を

作成すること並びに各種統計

調査実施のための事業所及び

企業の名簿を得る。 

６月１日 

現在 

【毎年】 

約3,200 

事業所 
― 

別 表 別 表 
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所

管 
事  業  名 事 業 の 目 的 

調 査 

時 期 

調 査 

対象数 

予 算 額 

（千円） 

文
部
科
学
省 

７ 
学校基本調査 

（基幹統計） 

学校教育行政に必要な学校

に関する基本的事項を明らか

にする。 

５月１日 

現在 

【毎年】 

約1,400校 2,005 

８ 

学校保健統計 

調査 

（基幹統計） 

幼児、児童、生徒の発育状

態及び健康状態を明らかに

し、学校保健行政上の基礎資

料を得る。 

４～６月※ 

【毎年】 

170校 

約78,000人 
353 

農
林
水
産
省 

９ 

2023年漁業セン

サス 

（基幹統計） 

漁業の基本的生産構造、就

業構造及び背景を明らかにす

るとともに、漁業構造の改善

等水産行政施策の基礎資料を

整備する。 

令和５年 

11月１日 

現在 

【５年周期】 

約2,200 

経営体 
17,895 

10 

2025年農林業セ

ンサス（事前準

備） 

（基幹統計） 

農林行政に必要な農業及び

林業に関する基礎資料を整備

する。 

令和７年 

２月１日 

現在 

【５年周期】 

約23,000 

経営体 
698 

厚
生
労
働
省 

11 

毎月勤労統計 

調査 

（全国調査、地方調査） 

（基幹統計） 

雇用、給与及び労働時間に

ついて、全国及び都道府県別

の毎月の変動を明らかにす

る。 

毎月 

一種 

約600事業所 

二種 

約420事業所 

26,336 

12 

毎月勤労統計 

調査 

（特別調査） 

（基幹統計） 

雇用、給与及び労働時間に

ついて調査し、全国調査及び

地方調査を補完する。 

７月末 

現在 

【毎年】 

48調査区 

毎月勤労統計 

調査（全国調 

査、地方調査）

に含む。 

広
島
県 

13 

広島県人口移動

統計調査 

（県基幹統計） 

本県人口の移動状況の実態

を把握し、各種行政事務の基

礎資料とするとともに、市町

世帯数の推計資料を得る。 

毎月 

年間 

約30万人 

（悉皆） 

7,203 

14 

広島県鉱工業生

産動態統計調査 

（県基幹統計） 

県内鉱工業の動態を把握し

て、鉱工業生産・出荷・在庫

に関する基礎資料を得る。 

毎月 26品目 1,746 

※ 令和５年度に限り、令和５年４月１日から令和６年３月31日 
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13 研 究 開 発 課 

 

（1） 総合技術研究所中期事業計画の推進 

意欲ある事業者等や事業局が発信する課題の解決、アイデアの実現に貢献する研究

開発と技術支援に注力するなど、中期事業計画（第２期）を着実に推進し、地域のイ

ノベーション創出を目指す。 
 

ア 顧客とのコミュニケーション強化 

職員による営業活動、現地実態調査、技術相談等のあらゆる支援場面を通じて

把握したニーズを深掘り・分析し、潜在的ニーズの探求に取り組む。 

 

イ 顧客起点での課題解決に向けた、迅速かつ満足度の高い支援の充実 

（ア）共同研究・受託研究・技術的課題解決支援事業を通じた「ソリューション提案

型」支援を着実に実施するとともに、設備機器等の利用手続を見直し、事務処

理を簡素化することにより、利便性の向上を図る。 

（イ）事業者等のアイデアの実現や、県内産業の生産性の向上などを掲げる事業局の

施策の実現に向けて、迅速かつ確実な成果発現を志向した研究開発の推進とと

もに、具体的な課題への技術支援による事業局との連携強化に取り組む。 

 

ウ 課題解決を支える技術基盤等の強化 

（ア）顧客のニーズを踏まえて、保有技術の維持・高度化、新たに獲得すべき技術を

記載した「鳥瞰図」をセンターごとに策定し、技術力の維持向上や計画的な伝

承を行うとともに、専門技術に加えてデジタル技術を活用できる研究員の育成

や共通技術基盤（プラットフォーム）の構築により、事業者等のデジタル技術

導入の支援体制を強化する。 

（イ）顧客ニーズ、稼働率等を踏まえた機器整備計画を策定し、利用頻度や利用価値

が高いものなどを優先して更新することにより、更なる利用効果を発揮させる。 

（ウ）デジタル技術など新たな技術の戦略的な権利化を図るとともに、効果的に県内

企業に移転・展開するため、費用対効果を踏まえた適切な知的財産管理を図る。 

 

（2） 総合技術研究所に関する事務 

   総合技術研究所の円滑な運営に向けて、庁舎管理、予算執行、知的財産等の管理・

活用、研究課題の評価に関する連絡、協議、調整等を行う。 
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14 ＤＸ推進チーム 

 

（1） ＤＸの推進 

ア 広島県ＤＸ推進本部の設置 

広島県におけるＤＸの推進に向けて、全体戦略の企画・推進・総合調整を担うととも

に、全庁横断的な組織である「広島県ＤＸ推進本部」を運営する。 

 

イ 広島県ＤＸ加速プランの推進 

令和４年１１月に策定した「広島県ＤＸ加速プラン」に基づき、「仕事・暮らし」「地

域社会」「行政」の各分野で着実に取組を進めるとともに、県内の民間事業者に対する

ＤＸへの理解・実践意識の醸成やＤＸの取組を後押しすることにより、全県的なＤＸを

推進していく。 

 

（2） 広島県ＤＸ推進コミュニティの運営 

県内の企業や事業者、教育機関、行政等が協働しながら熟度に応じた活動を行う組織で

ある「広島県ＤＸ推進コミュニティ」を運営し、研修やセミナー等の開催や、取組事例等

の発信により、ＤＸに関する理解や実践意識の醸成を促す。 
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15 デジタル県庁推進担当 

 

（1） 行政事務のデジタル化 

 県庁における行政事務について、デジタル技術を積極的に活用し、県民生活の利便性の

向上や、質の高い行政サービスの提供につなげる。 

 

（2） 行政手続のオンライン化の推進 

県民・事業者が行政に対して行う手続について、利便性向上を図るため、いつでもどこ

でもオンライン上で簡単に手続ができるよう、環境整備を推進する。  

また、すべての人がデジタル化の恩恵を享受できるよう、支援策を講じる。 

 

（3） デジタル技術を活用した業務プロセスの再構築 

デジタル技術の活用に伴い、これまでの業務プロセスを見直し、業務能率の向上、低コ

スト化、生産性の高い働き方への変革を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 41 - 

 

16 デジタル基盤整備課 

 

（1） 情報通信基盤の運営 

国及び全国の都道府県・市町村のすべてを接続する行政専用のネットワークとして整備

された総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）、県内のすべての市町を接続する高速大容量

の公共情報通信基盤である広島メイプルネット及び県の行政ＬＡＮ・ＷＡＮなどの本県の

情報通信基盤を適切に運営・管理する。 
 

（2） 情報セキュリティ対策の推進 

安全で信頼できる電子自治体の構築に向けて、庁内ネットワークのインターネットから

のリスクの分離、県内すべての市町が参加するひろしま情報セキュリティクラウドの運用

など本県の情報セキュリティ対策の一層の強化、職員に対する継続的な意識啓発など、情

報セキュリティ対策の推進に取り組む。 
 
（3） 市町のデジタル化の支援 
   県内すべての市町において、国や県のデジタル化に対応したシステムの整備、施策の展

開が可能となるよう、必要な支援、助言を実施する。 
 

（4） 社会保障・税番号制度への対応 

「社会保障・税番号制度」の基幹部分となる統合宛名システムの安定稼働と庁内関係シ

ステムとの連携を適切に実施するとともに、市町が行う情報システムの整備等についても、

市町間での情報共有や連携が図れるよう支援を行う。 
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17 県庁情報システム担当 

 

（1） 情報システムのライフサイクルプロセスに関する事務 

庁内情報システムの全ライフサイクルに沿って、全庁的な視点からの適正化指導・改善

活動を行い、県の情報システムの最適化を一層推進することで、情報システムの有効性及

び効率性の向上に取り組む。 

 

（2） 情報システム間の総合調整に関する事務 

他団体や複数部署で共通化や機能等の横展開が可能な情報システム及び共通基盤を生か

した整備を要する情報システムについて、プロジェクトチームを立ち上げ、調整を行うな

ど、全庁的に最適化された情報システムの構築・更改に取り組む。 

 

（3） 情報化施策に関する技術的事項に関する事務 

庁内情報システムの構築や改修等に当たり、システム化の構想、機能の検討、調達の方

法などについて、技術的な観点から支援及び助言を行う。 

 

 

 

 



令和５年度総務局関係予算説明書



１　一　般　会　計
（単位：千円）

財　源　内　訳
予　算　額 特　定　財　源

国庫支出金 県　債 その他

（款）総務費 40,243,985 541,748 2,362,700 2,451,902 34,887,635

（項）総務管理費 24,097,829 8,463 2,255,800 1,909,173 19,924,393

分担金及び負担金

（目）一般管理費 9,897,533 376 0 1,424,055 8,470,254 １．職員給与費 8,601,639
財産収入

2,037 ２．一般共通管理費 1,193,685
諸収入

811 ３．公務災害補償費 5,896

４．庁内管理費 96,313

諸収入
（目）人事管理費 711,708 7,788 0 50,437 653,483 １．職員人事管理費 232,596

２．職員研修費 222,236

３．職員相互派遣費 181,876

４．客員スタッフ設置費 75,000

諸収入
（目）広報広聴費 232,617 299 0 4,213 228,105 １．広報活動費 220,126

（１）広報費 217,618

（２）広報調整費 2,508

２．広聴活動費 12,491

（１）情報公開・個人情報保護制度実施費 4,330

（２）行政情報コーナー運営費 8,161

款　　項　　目
一般財源

説　　　　　　明
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財　源　内　訳
予　算　額 特　定　財　源

国庫支出金 県　債 その他
諸収入

（目）文書費 128,513 0 24,600 4,585 99,328 １．文書事務管理費 42,259

２．県法規発行費 8,024

３．文書館運営費 78,230

使用料及び手数料

（目）財産管理費 6,965,009 0 2,231,200 13,855 4,405,497 １．県有財産管理費 310,332

財産収入
312,181 ２．庁舎管理費 695,290

諸収入
2,276 ３．公舎管理費 264,878

４．庁舎等整備・補修費 2,457,761

５．財政調整基金預金利子積立金 4,119

６．減債基金預金利子積立金 144,026

７．大規模事業基金預金利子積立金 80

８．県庁舎整備基金預金利子積立金 468

９．広島県平成30年７月豪雨災害 17
　　復興基金預金利子積立金
10．土地造成事業等債務処理基金 274
　　預金利子積立金
11．新型コロナウイルス感染症対策 1
　　基金預金利子積立金
12．職員退職手当基金積立金 3,087,763

諸収入
（目）東京事務所費 59,374 0 0 370 59,004 １．東京事務所運営費 59,374

使用料及び手数料

（目）事務所運営費 648,397 0 0 1,910 643,449 １．総務事務所等運営費 648,397
諸収入

3,038

（目）恩給及び退職年金費 10,299 0 0 0 10,299 １．元県職員の恩給及び退職年金 10,299

説　　　　　　明
一般財源

款　　項　　目
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財　源　内　訳
予　算　額 特　定　財　源

国庫支出金 県　債 その他
財産収入

（目）福利厚生費 407,379 0 0 9,240 335,974 １．職員厚生費 23,803
諸収入

62,165 ２．独身寮運営費 24,738

３．衛生管理費 266,572

４．共済事業費 92,266

諸収入
（目）諸費 5,037,000 0 0 18,000 5,019,000 １．税収入払戻金及び払戻加算金 4,619,000

２．税外収入払戻金 400,000

３．小切手支払未済償還金 18,000

（項）企画費 6,625,212 61,757 106,900 515,951 5,940,604

諸収入
（目）企画総務費 2,733,461 48,869 0 169,398 2,515,194 １．職員給与費 258,932

２．総合企画費 12,598

３．経営戦略推進費 160,565

４．地域発展戦略推進費 28,561

５．高度情報化推進費 276,267

（１）ＩＴひろしま推進費 227,546

（２）地域情報化推進費 48,721

６．行政情報化推進費 1,996,538

（１）電子県庁推進費 979,730

（２）行政事務システム化推進費 1,016,808

款　　項　　目 説　　　　　　明
一般財源
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財　源　内　訳

予　算　額 特　定　財　源

国庫支出金 県　債 その他
使用料及び手数料

（目）研究開発費 3,891,751 12,888 106,900 60,605 3,425,410 １．職員給与費 2,409,773
財産収入

63,005 ２．総合技術研究所管理運営費 1,085,692
諸収入

222,943 （１）保健環境センター管理運営費 91,609

（２）工業技術センター管理運営費 252,298

（３）農業技術センター管理運営費 258,702

（４）畜産技術センター管理運営費 246,010

（５）水産海洋技術センター管理運営費 125,859

（６）林業技術センター管理運営費 111,214

３．研究開発推進費 275,403

（１）試験研究機関研究開発費 104,119

（２）受託研究費 141,400

（３）研究開発機能強化費 29,884

４．技術指導費 120,883

（項）徴税費 8,965,260 0 0 24,106 8,941,154

（目）税務総務費 2,534,177 0 0 0 2,534,177 １．職員給与費 2,530,052

２．税務諸費 4,125

使用料及び手数料

（目）賦課徴収費 6,431,083 0 0 10,236 6,406,977 １．個人県民税徴収取扱費市町交付金 4,502,407
諸収入

13,870 ２．地方消費税徴収取扱費 177,000

３．県税賦課徴収事務費 1,751,676

款　　項　　目 説　　　　　　明
一般財源
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財　源　内　訳

予　算　額 特　定　財　源

国庫支出金 県　債 その他

（項）統計調査費 555,684 471,528 0 2,672 81,484

諸収入
（目）統計調査総務費 242,896 168,165 0 2,196 72,535 １．職員給与費 228,518

２．統計事務費 14,378

諸収入
（目）統計調査事業費 312,788 303,363 0 476 8,949 １．基本統計費 266,113

（１）労働力調査費 46,470

（２）小売物価調査費 17,536

（３）家計調査費 27,213

（４）人口移動調査費 7,203

（５）教育統計調査費 2,358

（６）経済センサス費 504

（７）国勢調査費 370

 (８) 住宅・土地統計調査費 164,459

２．経済統計費 28,082

（１）経済調査費 1,746

（２）毎月勤労統計調査費 26,336

３．農林水産統計費 18,593

（款）警察費 52,828 0 0 0 52,828

（項）警察管理費 52,828 0 0 0 52,828

（目）恩給及び退職年金費 52,828 0 0 0 52,828 １．元警察職員の恩給 52,828

款　　項　　目 説　　　　　　明
一般財源
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財　源　内　訳
予　算　額 特　定　財　源

国庫支出金 県　債 その他

（款）教育費 40,466 0 0 0 40,466

（項）教育総務費 40,466 0 0 0 40,466

（目）恩給及び退職年金費 40,466 0 0 0 40,466 １．元教育職員の恩給及び退職年金 40,466

（款）公債費 147,025,504 0 0 34,803,074 112,222,430

（項）公債費 147,025,504 0 0 34,803,074 112,222,430

繰入金
（目）元金 134,103,669 0 0 29,152,077 102,245,712 １．公債管理特別会計繰出金 134,103,669

諸収入
2,705,880

財産収入
（目）利子 12,072,813 0 0 3,751 9,132,950 １．一時借入金等利子 30,000

繰入金
2,617,923 ２．公債管理特別会計繰出金 12,042,813

諸収入
318,189

繰入金

（目）公債諸費 849,022 0 0 5,254 843,768 １．県債取扱事務費 849,022

説　　　　　　明款　　項　　目
一般財源
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財　源　内　訳
予　算　額 特　定　財　源

国庫支出金 県　債 その他

（款）諸支出金 157,026,017 0 0 0 157,026,017

（項）地方消費税清算金 61,371,000 0 0 0 61,371,000

（目）地方消費税清算金 61,371,000 0 0 0 61,371,000 １．地方消費税清算金 61,371,000

（項）個人県民税所得割交付金 220,000 0 0 0 220,000

（目）分離課税所得割交付金 220,000 0 0 0 220,000 １．分離課税所得割指定市交付金 220,000

（項）利子割交付金 198,000 0 0 0 198,000

（目）利子割交付金 198,000 0 0 0 198,000 １．利子割市町交付金 198,000

（項）配当割交付金 2,908,000 0 0 0 2,908,000

（目）配当割交付金 2,908,000 0 0 0 2,908,000 １．配当割市町交付金 2,908,000

（項）株式等譲渡所得割交付金 1,754,000 0 0 0 1,754,000

（目）株式等譲渡所得割交付金 1,754,000 0 0 0 1,754,000 １．株式等譲渡所得割市町交付金 1,754,000

（項）法人事業税交付金 7,200,000 0 0 0 7,200,000

（目）法人事業税交付金 7,200,000 0 0 0 7,200,000 １．法人事業税市町交付金 7,200,000

（項）地方消費税交付金 76,115,000 0 0 0 76,115,000

（目）地方消費税交付金 76,115,000 0 0 0 76,115,000 １．地方消費税市町交付金 76,115,000

款　　項　　目 説　　　　　　明
一般財源
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財　源　内　訳
予　算　額 特　定　財　源

国庫支出金 県　債 その他

（項）ゴルフ場利用税交付金 513,000 0 0 0 513,000

（目）ゴルフ場利用税交付金 513,000 0 0 0 513,000 １．ゴルフ場所在市町交付金 513,000

（項）自動車取得税交付金 15 0 0 0 15

（目）自動車取得税交付金 15 0 0 0 15 １．自動車取得税市町交付金 15

（項）環境性能割交付金 1,380,000 0 0 0 1,380,000

（目）環境性能割交付金 1,380,000 0 0 0 1,380,000 １．環境性能割市町交付金 1,380,000

（項）軽油引取税交付金 5,367,000 0 0 0 5,367,000

（目）軽油引取税交付金 5,367,000 0 0 0 5,367,000 １．軽油引取税指定市交付金 5,367,000

（項）利子割精算金 2 0 0 0 2

（目）利子割精算金 2 0 0 0 2 １．利子割精算金 2

（款）予備費 1,000,000 0 0 0 1,000,000

（項）予備費 1,000,000 0 0 0 1,000,000

（目）予備費 1,000,000 0 0 0 1,000,000

款　　項　　目 説　　　　　　明
一般財源
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２　特　別　会　計
（単位：千円）

予　算　額
国庫支出金 県　債 その他

(款)証紙繰出金 25,000 0 0 24,999 1

(項)証紙繰出金 25,000 0 0 24,999 1

証紙収入 繰越金
（目）狩猟税 25,000 0 0 24,999 1 1. 他会計へ繰出 25,000

(款)証紙代金収納計器繰出金 2,778,020 0 0 2,778,019 1

(項)証紙代金収納計器繰出金 2,778,020 0 0 2,778,019 1

証紙収納計器収入 繰越金
（目）自動車税及び自動車取得税 2,778,020 0 0 2,778,019 1 1. 他会計へ繰出 2,778,020

(款)管理事務費 202,053 0 0 202,053 0

(項)通信管理費 202,053 0 0 202,053 0

諸収入
（目）通　信　費 202,053 0 0 202,053 0 1. 通信管理費 202,053

(款)公債管理費 291,068,423 0 83,689,000 207,379,423 0

(項)公債管理費 291,068,423 0 83,689,000 207,379,423 0

繰入金
（目）元　　　金 212,631,702 0 83,689,000 128,942,702 0

財産収入
（目）利　　　子 12,950,756 0 0 829,768 0

繰入金
12,120,988

繰入金
（目）公債諸費 416,113 0 0 416,113 0 1. 県債償還等経費 416,113

繰入金
（目）基金積立金 65,069,852 0 0 65,069,852 0 1. 減債基金積立金 65,069,852
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